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資料１－２



医師専門研修部会での「特別地域連携プログラム」等に関する議論を踏まえた
都道府県内の医師確保対策や偏在対策に対する影響について

１ 加算について

（1）特別地域連携プログラム
シーリング地域のプログラムを対象に、医師充足率0.7以下の地域の施設と連携を組むことが可能
（医師充足率0.7以下は原則2018年度が適用、研修期間は1年以上）

２ 都道府県内の医師確保対策や偏在対策に対する影響について

【福岡県の場合（内科）】

シーリング数(118)＋連携ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(29)＋特別地域連携ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(15) ＝162人

（参考：R5採用数 146人）

【大分県の場合】

(1) シーリング対象の診療科はないため、上記加算は設定できない。

(2) 他県のシーリング対象地域が本県の耳鼻咽喉科（足下充足率0.67）を連携施設に設定すると、

最低１年、本県で研修が行われることとなる。

※足下充足率0.7以下の診療科は、本県では耳鼻咽喉科のみ

※「子育て支援加算」は導入無し
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